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科 学の芽 生 え とその発 展

現代、先進国でも発展途上国でも共通して肯定

されている思想は科学技術思想である。現代では

それは政治に直結し、政治は科学に技術の提出を

強く要求している。今講演では科学、特に技術の

思川がヨーロッパにどのように芽生え、発展して

きたのか、また日本はそれに対してどのような関

係にあるのかについてお話したい。
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いたが神学の力がやや後退し、人間中心に物事を

考える勢力が現れだした。レオナルド・ダ・ヴィ

ンチ、ミケランジェロなどの天才が現れたが、こ
１

コント（フランス）による学問・知識の発達段 れらの天才は芸術のみならず、人体の解剖や建築、

階

第一段階：神学的知識の段階。ヨーロッパでは
一

吋学の思想はもともとギリシャで芽生えた。しか

し、キリスト教が絶大な力を得たことにより、こ

の既で唯一の真理は聖書に書かれた事柄であると

リノｃされ、それ故当時の正統的学問は聖書に現れ

夕 佃 ）本質は何かを研究することであった。その

他の学問は災端とされたが、ギリシャの自然学の

飽れタ・汲ひ「 即金術 」は異端視されながらも民衆

（ノ）底洲で細々と生き続けた。

に・！喩術 ］の思想の基本にはすべてのものの中

に川婉Ｉ’ｌ’ｏという考えがあり、 錬金術師は物 質

（ 筑杓 ）の巾から永遠に変わらないもの、朽ちな

い いハ 冲的なものーを瞑想と今でいう化学の手

よ ’・）ｉｌいでＩｆが］出そうとした。鉱物の中でも「 水

じ川 がよく川いられたが、これは水銀が条件によ

’）’ヅミに 列にするからで、錬金術師の工夫によっ

イ了西 川 判 けこｒ－法や芯えがその後の自然科学、

Ｉ．くに化学となって花開くことになったのである。

柚 丿川卜 形而Ｉこ学の段階。形而上学は自然に
一

！＜！．ご ’，．＼、しｙよな現象を実験によるのではなく、

’｜’リ「的に川学的に 芯える学問である。

ｆＶＩ）ｒにｉ 既紀の頃ルネッサンス（文芸復興）

し・ｔｉ肺 る賄川がある。教会はなお権力をもって

機械の設計など多くの仕事を残した。注目すべき

はこの時代の学問の基本はギリシャ哲学、とくに

アリストテレスの考え方が主流であったことであ

る。しかし、ルネッサンスがギリシャ精神の復活

であり、直ちにヨーロッパの科学万能の時代に直

ｉ結すると考えるのは間違いである。ギリシャの文

物はペルシャ、アラビアを経て発展し、豊かにな

って地中海諸国に伝えられルネッサンスの基礎を

形作ったのである。こうして人間中心のものの考

え方が出たものの、自然科学的な考えが公のもの

となるにはなお時間を要した。

第三段階：実証主義の段階。実証主義では個々
－

の具体的事物が研究の対象とされ、それが実験に

より確かめられ、それらの成績から一つの法則を

導き出す手続きがとられる。こうした考え方は神

学や形而上学的な考え方ではなく、むしろ先に紹

介した錬金術につながるものと言える。換言すれ

ば、伏流水のように存在した錬金術の思想がルネ

ッサンスを契機に表層に現れ、ついに実証幸義と

いう学問として開花したということである。

２。なぜ自然科学がヨーロッパにおいて芽生えや

すかったのか

－ ４５－

さまざまの要因が考えられるが、先に紹介した
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教会の権威とそれに対する人々の心の圧迫がかえ

ってその反作用を招き、それが科学思想勃興の主

要な一因となっだのではないか。つまり、聖書に

書かれたことが唯一の真理であるとされたが、い

つの世でもそれが本当かどうか確かめたくなるの

が人情で、その手段として自然科学の勃興が招来

されたのではないか。

ガリレオ・ガリレイは自ら天体望遠鏡を作り、

星々の運動を観察することによって地球が太陽の

周りを回ることを明らかにしたが、これは聖書の

言う地球が静止し、太陽が地球を回ることを実証

しようとした結果であった。これを認めると、天

空は必ずしも神聖なものではなくなり、地球を中

心にすべての正邪が段階的に決定されているとす

る聖書の教えは権威を失うことになる。そこで、

教会は裁判を行い、ガリレオは自説を撤回するの

であるが、「 それでも地球は回っている 」という

有名な台詞を残した。ちなみにジョルダーノ・ブ

ルーノは自説を曲げず火灸りの極刑に処せられて

いる。魔女狩りも当時よく行われ、教会は新しい

科学思想を弾圧するが、次々と明らかにされる事

実の前に屈し、ついに科学の時代を迎えるわけで

ある。

３． 自然科学の思想と技術

しかし、ヨーロッパでは科学よりも文芸や哲学

を上位におこうとする気風が根強く現在でも残っ

ており、科学技術のもつ有用性は認めても、それ

を人生の最高のものとは評価しない。また、自然

科学の思想は認めても、それが産んだ技術には必

ずしも尊敬が払われていない。これに反して、ア

らだと考えた。精神は物質を支配し、物質は精神

に奉仕するために存在するというのがその考えの

中核であった。この考えと聖書の申の動植物はア

ダムとイブ、およびその子孫を養うために作られ

たとする考えが結びつくと重大な結果が導き出さ

れることになる。つまり、自然界のすべてのもの

は人間に奉仕するために作られているとなってし

まうのである。かくして、ヨーロッパ社会では何

の後ろめたさもなく、自然界が犠牲にされてきた

歴史がある。科学技術の力がまだ強大ではなく、

自然界の回復力が技術の破壊力を上回る時には自

然界の破壊も重篤ではなく、二十世紀前半までは

局地的には例外があったとしてもそのつりあいが

保たれていた。

一般的に言って、自然科学の思想の中には自然

界には無限の資源があり、科学技術の力でそれら

の物質を無限に入手して、人間の繁栄を確保する

という考えがある。しかし、最近になってローマ

クラブが指摘しているように資源は有限であり、

科学技術の過度の行使は制限されるべきであると

いう考え方が出てきた。さらにもっと恐ろしいこ

とは科学技術の無差別的使用が生態系を破壊し、

食物連鎖を崩壊させ、これが人間の滅亡につなが

る可能性があるという指摘である。ヨーロッパに

産まれた科学技術の思想はまだまだ人間中心主義

で、少なくとも動植物を人間と平等に考えるもの

ではないが、その思想とそれに基づく技術の良さ

を生かしながら、行き過ぎを緩和し是正する新し

い思想―相互依存の考えーを世界が持つこと、そ

れを高く評価することが今大切なのではないだろ

うか。

メリカではヨーロッパの思想にはないプラグマテ ４．見直される仏教思想

イズムの哲学が産まれ、これが現代のアメリカの

繁栄を築いた。したがって、これからの科学技術

を発展させるのはヨーロッパではなく、アメリカ

であることは明らかである。この意味で、シュペ

ングラーが「 西欧の没落 」の申で述べた彼の考え

が、第二次大戦後現実のものとなってきている。

ところで、現代の科学の思想の確立に決定的な

影響を与えたのはデカルトであると言われている。

彼は人間が他の動植物と異なるのは精神があるか

そのような可能性をもつものとして仏教思想が

見直されている。１９世紀後半までのヨーロッパの

思想はデカルト、カント、ヘーゲルに代表される

理性的自我尊重の思想であった。その思想の基盤

は優劣、正邪を厳しく分別することで、これが普

遍的であるとされた。しかし、１９世紀後半から２０

世紀にかけて同じくヨーロッパの思想家の中から

この思想が世界を救い得るかという疑問と反省が

－ ４６－



産まれてきた。ハイデッガーはその一人で「 無 」

の思想に着目しており、ヤスパースはソクラテス、

孔子、釈迦、キリストを同列に論じ、竜樹をプラ

トンと比較している。この傾向は今後ますます強

よると現代の哲学者は考えているようだ。

仏教、とくに密教の思想では万物は同根であり、

人宇宙の中では等価の存在であるとしている。こ
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極的に平和思想を押し進めるべきで、人間の欲望

を充分コントロールしているとは言えないヨーロ

ッパ思想の修正が必要である。科学文明は物質面

では豊かな社会を実現したが、精神的飢餓を満た

す本当の意味での平和な文明はまだ展開されてい

ないのではないか。

れはキリスト教の思罷ト 分別の思想－とは対照的 ６．結 ぴ

な思想で、不必要な犠牲を避ける意味でヨーロッ

パ志ｍの不備をカバーする可能性を持っている。

よた、日本人の総合的精桝―自動車を例にとると、

日本人は西欧の科学技術の産物を組み合わせ総合

レＣうまく機能させたーは極めて固有で有用性の

鳥いものである。湯川秀樹教授は梅悍忠夫氏との

対談で「 ＡとＢを区別して研究するだけでなく、

ΛとＢの関係性を説明することが今後ますます大

即こ々る 」と力説している。この際、日本人の心

の底にある大乗仏教の精神が科学技術に果たす意

戻＜’．’改めて考えてみる必要があると思う。

５． 文化史的にみた歴史の発展と日本の役割

丈化史的に歴史の発展をみると、狩猟採集の時

代、ｎｉ㈲ 時代、工業の時代、情報の時代に分け

らわこ、このうち、情報時代への適応はこれまで

ＩＭ土 に高昨な知識、高度な科学技術の教育が必要

犬々る。このような観点から世界をみると、アメ

リカ、ソ沁、目本の３国が先駆的で、科学技術思

りに・・Ｖｃｉ人れるのに抵抗が少なく、さらに高等教

川叩 ’］、す々わち大学の数が他の国々に比べて圧

に的に 似 。ヽことに日本人は明治以来西欧の科学

川ｌｆ；使いこ々し、なおかつ伝統的な仏教思想を

川叫 ’レ でいる。現代の世界文明の危機を回避す

ふ巾付レ 小卜Ｊているのではないか。

沁慰て は地球は侠くなって多様な人種、民族の

口五 加川面に も川して必要となっており、また争

いに刊 十｜厨汲・フルに使えば地球の破滅につなが

ごべ い帽！！）ｉトカも働いている。また、アメリカの

うｉヅ押 でふり、思想家のバックミンスカー・ファ
ろ

ｔ

１

１ で いるように「 地球は精密な宇宙船のよ

’こ ｌ
＞
０）で、その航行に当たるのが人類である 」

ｙい・パ ’；－”！プｊもでてきている。しかし、もっと積

１７世紀以降科学技術はその有用性が一般大衆に

積極的に受け入れられ、社会や体制の中に組み込

まれてきたが、現代ではその切れ味はますます鋭

く、無批判に導入されるとマイナス面の危険性は

計り知れなくなってきた。それ故、これを誰が管

理するかということがより重要となっている。ま

た、物事を複眼的に見る必要性が以前よりもはる

かに増してきており、科学者は自然科学も含めた

広い意味での教養一科学的思考（ 数量的分析 ）、

感性的直観（ 芸術、文学、宗教 ）、社会科学的思

考（ 哲学、歴史学などの総合的考察 ）－ に裏打ち

された見識を持ち、場合によっては社会の中で積

極的に発言する必要がある。

トインビー教授は科学のあまりにも速い進歩と、

それによってもたらされた科学以外の学問との不

均衡が文明の破綻を招く可能性を指摘し、両者の

バランスの回復が目下の急務であると述べている。

そのために、科学の進歩のスローダウンもｌｉ：むな

しと極言している。

限界が見え始めた西欧的思考を補完する意味で、

あるいは一種の袋小路に入ってしまった科学文明

のジレンマを是正する意味で最近では日本的思考

が注目され始めているが、その意義は充分果たさ

れる可能性があり、それによって世界の繁栄が約

束されるものと信じている。

（ 文責：編集部・首藤佳子 ）

編集部注：本稿 は平成５年３月２９日に行われた近

畿病院図書室協 議会第１９回総 会における檜先生の

特別講演の要約である。 当日のご講演は多くの事

例をまじえ た興味深いお話であったが、詳細は紙

面の都合上 割愛させていただいた。
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